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はじめに 
 

2017 年後期から、新設の法学部正課科目として実施した「法政アクティブリサーチ」は、2018年後期から、

新たな参加学生と担当教員の体制の下で第二期目を実施した。本報告書は、当該科目における学生、外部講師の

方々、調査・ご指導いただいた関係機関の方々、教員、事務職員、AR スタッフの方々で取り組んできた 1 年間

の活動成果をまとめたものである。 
 
昨年の報告書作成段階から現在までの関連する取り組みは、本報告書内に掲記された共通講義、個別クラスの

活動だけではなく、そのほか、法政アクティブリサーチの第一期生合同報告会（2018 年 6 月 20 日）〔各個クラ

スの報告、河合保弘氏（司法書士法人ソレイユ）および伊藤拓氏（文部科学省高等教育局）のご講演〕、「夢ナビ

ライブ 2018 大阪会場」活動報告（2018年6月16日に）、夏休み期間中のオープンキャンパスでの活動紹介〔実

施学生と担当教員の報告〕を行った。さらに、龍谷大学法学部のFD会議（2019年2月20日）、第14回龍谷大

学FDフォーラム（2019年3月25日）では、他機関からの参加も得て取り組みを紹介するなど、広く学内外へ

も情報発信した取り組みを実施した。また、成果として実施している法政アクティブリサーチ科目について、専

用HP（https://www.law.ryukoku.ac.jp/activeresearch/）および専用ブログ（https://ryukokulaw.blogspot.com/）
を立ち上げ、広く学内外に発信している。 

 
本科目運営を担った法学部GP 委員会は、教員約 6 名と法学部職員により 3 年間で 33 回もの会議を行い、文

部科学省をはじめとする様々な外部機関へのヒアリングを実施し、アクティブ・ラーニングの手法に関し「ルー

ブリック評価」のあり方の検討や、共通講義の内容や進め方、個別クラスの取り組みの情報交換などについても

議論を重ねてきた。 
 個々の取り組みにおいて大きな発見や前進があるが、他方で、クラス運営や学生の取り組み姿勢、理解力の問

題や進め方に関する課題も少なくなく、担当教員と参加学生は試行錯誤の連続ではなかったかと思う。 
 
しかし、本取り組みは実験講義であって、失敗も成功も含め私たち教員にとってのFD実践を行う科目という

位置づけをしている。したがって、本報告書は学生の個別テーマに関する取り組みの報告書であるばかりではな

く、共通講義の取り組みや科目を実施する中で発見した問題や課題の克服に関わる率直な意見も併せて掲載され

ている。今後、様々なアクティブ・ラーニングを実践する上で、何らかの示唆を与えるものとなれば幸いである。 
 
最後に、この科目を実施するにあたり、共通講義およびクラス別のフィールドワーク活動において、多くの方々

から、叱咤激励とともに多大なご協力をいただいた。こうした実社会の最前線の取組みに触れる中で、「学び」を

真摯に経験した学生たちが、社会に出て次世代の大きな力となることを祈念しつつ、皆様には、この場を借りて

深く感謝を申し上げたい。 
 
2019年6月19日 
                   龍谷大学法学部アクティブリサーチ運営委員会 

2018-19年度 法政アクティブリサーチ科目担当教員 
                              牛尾洋也、鈴木龍也、濱中新吾、今川嘉文  
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